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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第191期
第２四半期
連結累計期間

第191期
第２四半期
連結会計期間

第190期

会計期間
自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日

自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日

自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日

売上高 (百万円) 606,353 293,176 1,238,145

経常利益又は経常損失
(△)

(百万円) 3,546 △13,866 75,814

四半期(当期)純利益又
は四半期純損失(△)

(百万円) 207 △9,741 40,283

純資産額 (百万円) ― 651,397 666,657

総資産額 (百万円) ― 1,491,857 1,467,934

１株当たり純資産額 (円) ― 291.00 300.76

１株当たり四半期(当
期)純利益又は１株当た
り四半期純損失(△)

(円) 0.10 △4.52 18.27

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) ― 42.1 44.2

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △1,264 ― 134,282

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △47,087 ― △132,029

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 51,458 ― 12,495

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) ― 42,142 39,244

従業員数 (人) ― 18,732 16,682

(注) １　当社は、四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してい

ない。

２　売上高には、消費税及び地方消費税(以下「消費税等」という。)は含まれていない。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載していない。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容につい

て、重要な変更はない。

　

　

　

　

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はない。

　

　

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

平成20年９月30日現在

従業員数(人) 18,732 (3,123)

(注) １　従業員数は就業人員数であり、臨時従業員数は(  )内に第２四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載して

いる。

２　臨時従業員には、パートタイマーを含み、派遣社員を除いている。 

　

　

(2) 提出会社の状況

平成20年９月30日現在

従業員数(人) 5,490

(注) 従業員数は就業人員数である。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

当社グループにおいては、当社及び名張近鉄ガス㈱等が営むガス事業セグメントが、生産・販売活動の中

心となっている。また、当該セグメント以外のセグメントが生産・販売する製品やサービスは広範囲かつ多

様であり、受注形態をとらないものも多い。

このため、以下は、ガス事業セグメントについて記載している。

なお、当四半期報告書では、ガス量はすべて１m
3
当たり45ＭＪ(メガジュール)で表示している。

(1) 生産実績

(ガス)

当第２四半期連結会計期間における生産実績は次のとおりである。

　

製品 生産量(千m
3
)

ガス 2,105,351

　

(2) 受注状況

(ガス)

ガス事業については、その性質上受注生産は行わない。

　

(3) 販売実績

(ガス)

製造所から導管により直接お客さまに販売しているが、一部については卸供給を行っている。

当第２四半期連結会計期間における販売実績は次のとおりである。

　

項目 数量(千m
3
) 金額(百万円)

家庭用 271,965 52,672

ガス販売量 業務用その他 1,754,954 115,748

計 2,026,920 168,421

ガスお客さま数 6,936千戸

１戸当たり月平均使用量 105.8m
3

(注) セグメント間取引を含んでいる。
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２ 【経営上の重要な契約等】

該当事項なし。

　

　

　

３ 【財政状態及び経営成績の分析】

　

(1) 業績の状況

当第２四半期連結会計期間の売上高は2,931億円となった。営業費用はＬＮＧ価格の高騰による大阪ガ

ス個別の原料費の上昇などにより3,076億円となった。この結果、営業損失は144億円となった。また、経常

損失は138億円となり、法人税などを反映した当第２四半期連結会計期間の四半期純損失は97億円となっ

た。

　

事業の種類別セグメントの業績を示すと次のとおりである。 

　なお、下記のセグメント別売上高及び営業損益には、セグメント間の内部取引に係る金額を含んでいる。

①　ガス

お客さま数(取付メーター数)は、693万６千戸となった。

ガス販売量は、20億２千７百万m
3
となった。このうち、家庭用ガス販売量は２億７千２百万m

3
、業務用

その他のガス販売量は、17億５千５百万m
3
となった。

売上高は1,695億円となった。営業費用については大阪ガス個別の原料費の上昇などにより1,885億

円となり、営業損失は190億円となった。

　

②　ＬＰＧ・電力・その他エネルギー

売上高は620億円となった。営業費用については618億円となり、営業利益は２億円となった。

　

③　器具及びガス工事

売上高は325億円となった。営業費用については326億円となり、営業損失は１億円となった。

　

④　不動産

売上高は96億円となった。営業費用については74億円となり、営業利益は22億円となった。

　

⑤　その他

売上高は396億円となった。営業費用については376億円となり、営業利益は19億円となった。
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(2) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間におけるキャッシュ・フローの状況は次のとおりである。

　

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、第１四半期連結

会計期間末に比べて６億円増加して421億円となった。

　

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

税金等調整前四半期純損失(△138億円)を減価償却費が上回ったことや、たな卸資産の減少などに

より、当第２四半期連結会計期間において営業活動により得られた資金は170億円となった。

　

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

ガス導管などの供給設備をはじめとする有形固定資産の取得のための支出などにより、当第２四

半期連結会計期間に投資活動に使用した資金は272億円となった。

　

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

社債の発行や長期借入れにより調達を行った一方で、コマーシャル・ペーパーの返済を行ったこ

となどにより、当第２四半期連結会計期間において財務活動により得られた資金は102億円となっ

た。

　

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 17,047

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △27,259

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 10,297

現金及び現金同等物の
四半期末残高

(百万円) 42,142

　

　

　

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更及び新たに生じた課題はない。

　

　

　

(4) 研究開発活動

当第２四半期連結会計期間における当社グループ全体の研究開発費は24億２百万円である。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はない。

　

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

特に記載すべき事項はない。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 3,707,506,909

計 3,707,506,909

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成20年９月30日)

提出日現在発行数
(株)

(平成20年11月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 2,158,383,5392,158,383,539

大阪証券取引所
　(市場第一部)
東京証券取引所
　(市場第一部)
名古屋証券取引所
　(市場第一部)

―

計 2,158,383,5392,158,383,539― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　該当事項なし。

　

(3) 【ライツプランの内容】

　該当事項なし。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成20年７月１日～
　平成20年９月30日

2,158,383,539 132,166 19,482
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(5) 【大株主の状況】

平成20年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合(％)

日本生命保険相互会社
東京都千代田区丸の内一丁目６番６号
日本生命証券管理部内

120,103 5.56

日本トラスティ・サービス
信託銀行株式会社(信託口)

東京都中央区晴海一丁目８番11号 75,069 3.48

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内二丁目７番１号 69,929 3.24

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社(信託口)

東京都港区浜松町二丁目11番３号 66,929 3.10

日本トラスティ・サービス
信託銀行株式会社(信託口４Ｇ)

東京都中央区晴海一丁目８番11号 66,775 3.09

株式会社りそな銀行 大阪市中央区備後町二丁目２番１号 52,777 2.45

ニッセイ同和損害保険株式会社 大阪市北区西天満四丁目15番10号 30,961 1.43

明治安田生命保険相互会社
(常任代理人　資産管理サービス
信託銀行株式会社)

東京都千代田区丸の内二丁目１番１号

(東京都中央区晴海一丁目８番12号)
30,889 1.43

ザ チェース マンハッタン バ
ンク エヌ エイ
 ロンドン エス エル オムニバ
ス アカウント
（常任代理人　株式会社みずほ
コーポレート銀行 兜町証券決
済業務室）

WOOLGATE HOUSE.COLEMAN STREET LONDON
EC2P 2HD. ENGLAND 

（東京都中央区日本橋兜町６番７号）

28,181 1.31

燈友会 大阪市中央区平野町四丁目１番２号 25,863 1.20

計 ― 567,479 26.29

　 (注)　上記「所有株式数」のうち、信託業務に係る株式数は次のとおりである。

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社(信託口) 75,069千株

日本マスタートラスト信託銀行株式会社(信託口) 66,929千株

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社(信託口４Ｇ) 66,775千株
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成20年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株式)
普通株式

2,489,000
(相互保有株式)
普通株式 400,000

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式
2,133,120,000

2,132,927 ―

単元未満株式
普通株式

22,374,539
― ―

発行済株式総数 2,158,383,539 ― ―

総株主の議決権 ― 2,132,927 ―

(注) １　「完全議決権株式(その他)」欄の株式数には、証券保管振替機構名義の株式190千株(議決権190個)及び名義人

以外からの株券喪失登録のある株式３千株(議決権３個)が含まれているが、議決権の数には、含まれていな

い。

２　単元未満株式数には河内長野ガス株式会社名義の相互保有株式500株及び当社保有の自己株式996株が含まれ

ている。

　

② 【自己株式等】

平成20年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式)

大阪瓦斯株式会社
大阪市中央区平野町
四丁目１番２号

2,489,000 ― 2,489,000 0.12

(相互保有株式)

河内長野ガス株式会社
大阪府河内長野市昭栄町14
番31号

400,000 ― 400,000 0.02

計 ― 2,889,000 ― 2,889,000 0.13

(注)　株主名簿上の自己株式数は、期末日現在の実保有株式数と一致している。
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２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成20年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高(円) 430 390 395 400 412 420

最低(円) 359 361 365 367 377 356

(注)　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものである。

　

　

　

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はない。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)及びガス事業会計規則(昭和29年通商産業省

令第15号)に基づいて作成している。

　なお、第１四半期連結会計期間(平成20年４月１日から平成20年６月30日まで)から、「財務諸表等の用語、

様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」(平成20年８月７日内閣府令第50号)附則第

７条第１項第５号のただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則を早期に適用している。 

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計期間(平成20年７月１

日から平成20年９月30日まで)及び当第２四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年９月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、あずさ監査法人により四半期レビューを受けている。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

固定資産

有形固定資産

製造設備 96,617 99,196

供給設備 328,431 338,232

業務設備 64,339 64,196

その他の設備 232,330 242,027

休止設備 － 1,532

建設仮勘定 82,247 72,320

有形固定資産合計 ※１
 803,966

※１
 817,506

無形固定資産 ※２
 42,590

※２
 44,974

投資その他の資産

投資有価証券 ※３
 172,823

※３
 144,765

その他 ※３
 106,087

※３
 130,556

投資その他の資産合計 ※４
 278,910

※４
 275,321

固定資産合計 1,125,468 1,137,802

流動資産

現金及び預金 40,234 41,457

受取手形及び売掛金（純額） 119,933 144,916

たな卸資産 ※５
 97,828

※５
 65,334

その他 108,391 78,423

流動資産合計 ※４
 366,388

※４
 330,131

資産合計 1,491,857 1,467,934
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

負債の部

固定負債

社債 232,425 193,164

長期借入金 242,717 219,806

引当金 16,462 14,290

その他 35,297 34,538

固定負債合計 526,903 461,800

流動負債

支払手形及び買掛金 71,172 74,697

短期借入金 40,218 40,263

未払法人税等 10,244 22,166

その他 191,921 202,349

流動負債合計 313,556 339,476

負債合計 840,460 801,276

純資産の部

株主資本

資本金 132,166 132,166

資本剰余金 19,482 19,482

利益剰余金 431,016 439,226

自己株式 △1,041 △806

株主資本合計 581,623 590,069

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 28,638 31,790

繰延ヘッジ損益 4,351 12,628

土地再評価差額金 △103 83

為替換算調整勘定 12,860 14,020

評価・換算差額等合計 45,747 58,523

少数株主持分 24,025 18,065

純資産合計 651,397 666,657

負債純資産合計 1,491,857 1,467,934
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

当第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年９月30日)

売上高 606,353

売上原価 442,484

売上総利益 163,868

供給販売費及び一般管理費 ※１
 162,609

営業利益 1,258

営業外収益

受取利息 786

受取配当金 1,505

持分法による投資利益 4,589

雑収入 4,798

営業外収益合計 11,679

営業外費用

支払利息 5,015

雑支出 4,376

営業外費用合計 9,391

経常利益 3,546

税金等調整前四半期純利益 3,546

法人税等 1,452

少数株主利益 1,887

四半期純利益 207
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間
(自 平成20年７月１日
　至 平成20年９月30日)

売上高 ※１
 293,176

売上原価 225,204

売上総利益 67,972

供給販売費及び一般管理費 ※２
 82,454

営業損失（△） △14,481

営業外収益

受取利息 469

受取配当金 640

持分法による投資利益 2,779

雑収入 2,892

営業外収益合計 6,782

営業外費用

支払利息 2,612

デリバティブ費用 1,621

雑支出 1,933

営業外費用合計 6,167

経常損失（△） △13,866

税金等調整前四半期純損失（△） △13,866

法人税等 △5,216

少数株主利益 1,091

四半期純損失（△） △9,741
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

当第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 3,546

減価償却費 43,033

長期前払費用償却額 3,146

前払年金費用の増減額（△は増加） △3,000

持分法による投資損益（△は益） △4,589

売上債権の増減額（△は増加） 28,864

たな卸資産の増減額（△は増加） △32,162

仕入債務の増減額（△は減少） △4,724

未払費用の増減額（△は減少） △15,955

法人税等の支払額 △17,908

その他 △1,513

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,264

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △46,130

長期前払費用の取得による支出 △4,440

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る収入

6,636

その他 △3,153

投資活動によるキャッシュ・フロー △47,087

財務活動によるキャッシュ・フロー

コマーシャル・ペーパーの増減額（△は減少） △21,000

長期借入れによる収入 30,853

長期借入金の返済による支出 △9,783

社債の発行による収入 60,000

配当金の支払額 △7,526

その他 △1,084

財務活動によるキャッシュ・フロー 51,458

現金及び現金同等物に係る換算差額 △208

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,898

現金及び現金同等物の期首残高 39,244

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 42,142
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年９月30日)

１　連結の範囲に関

する事項の変更

 

 

 

(1)連結の範囲の変更

　第１四半期連結会計期間より、さくら情報システム㈱、エスアイエス・テクノサービス㈱、
SAKURA SYSTEM SERVICE PTE LTD及び東興産業㈱については、株式を取得したことにより、新
たに子会社となったため、連結子会社に含めている。 
　また、㈱テクノグリーン(平成20年４月連結子会社大阪ガスセキュリティサービス㈱に吸収
合併)は第１四半期連結会計期間より、㈱オーエヌイー（平成20年７月株式売却）は当第２四
半期連結会計期間より、連結子会社でなくなった。 
 
 
(2)変更後の連結子会社の数

　135社

２　会計処理基準に

関する事項の変

更

 

 

 

(1)重要な資産の評価基準及び評価方法の変更(たな卸資産)

　通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、主として移動平均法による原価法
によっていたが、第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会
計基準第９号 平成18年７月５日)が適用されたことに伴い、主として移動平均法による原価
法(貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法)により算定してい
る。これによる当第２四半期連結累計期間の損益に与える影響はない。
 
(2)「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用

　第１四半期連結会計期間より、「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する
当面の取扱い」(実務対応報告第18号 平成18年５月17日)を適用し、連結決算上必要な修正を
行っている。これによる当第２四半期連結累計期間の損益に与える影響はない。
 
(3)「リース取引に関する会計基準」の適用

　所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る方法に準じた
会計処理によっていたが、「リース取引に関する会計基準」(企業会計基準第13号(平成５年
６月17日(企業会計審議会第一部会)、平成19年３月30日改正))及び「リース取引に関する会
計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第16号(平成６年１月18日(日本公認会計士協会 
会計制度委員会)、平成19年３月30日改正))が平成20年４月１日以後開始する連結会計年度に
係る四半期連結財務諸表から適用することができることになったことに伴い、第１四半期連
結会計期間からこれらの会計基準等を適用し、通常の売買取引に係る会計処理によっている。
これによる当第２四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微である。
　なお、リース取引開始日が当連結会計年度開始前の借手側の所有権移転外ファイナンス・
リース取引については、引き続き通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によってい
る。
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【簡便な会計処理】

　
当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年９月30日)

たな卸資産の評価方

法

 

　当第２四半期連結会計期間末のたな卸高の算出に関しては、実地たな卸を省略し、前連結会
計年度末の実地たな卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっている。
　また、たな卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味
売却価額を見積もり、簿価切下げを行う方法によっている。 

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

　
当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年９月30日)

税金費用の計算

 

　連結子会社の税金費用については、主として、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年
度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積もり、税引前四
半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算している。 
　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示している。 

　

【追加情報】

　

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年９月30日)

　１　　原料購入価格の一部については、調達先との契約更改・価格交渉の動向によって、精算が発生することがある。

　２　　当社は平成20年10月31日、経済産業大臣に対し、ガス事業法第20条ただし書の規定に基づき、小口規制ガス料金

における激変緩和のための特別措置を内容とする特別供給条件の認可申請を行い、同日、認可を受けた。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第２四半期連結会計期間末 

(平成20年９月30日)
前連結会計年度末 
(平成20年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額

1,953,631百万円
 
※２　のれん　　8,111百万円　　　　　　　　

※３　「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処

理に関する当面の取扱い」(実務対応報告第18号 平

成18年５月17日)を適用し、米国におけるパートナー

シップ等への出資(33,961百万円)を「投資有価証

券」に含めて表示している。なお、前連結会計年度末

に係る要約連結貸借対照表においては、投資その他

の資産の「その他」に含めて表示している(37,603

百万円)。
 

※１　有形固定資産の減価償却累計額

1,940,615百万円
 
※２　のれん　　10,762百万円　　　　　　　　

※３　　　　　　　　　―

 
 

※４　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

投資その他の資産 805百万円

流動資産 726
 
※５　内訳科目及び金額

商品及び製品 15,567百万円

仕掛品 15,404

原材料及び貯蔵品 66,857

※４　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

投資その他の資産 705百万円

流動資産 833
 
※５　内訳科目及び金額

商品及び製品 21,562百万円

仕掛品 7,399

原材料及び貯蔵品 36,372

　６　偶発債務

　　(1) 連結会社以外の会社の金融機関等からの借入等に

対する債務保証及び保証類似行為の金額は下記の

とおりである。

大阪臨海熱供給㈱ 1,219百万円

その他 217

計 1,436
 

　６　偶発債務

　　(1) 連結会社以外の会社の金融機関等からの借入等に

対する債務保証及び保証類似行為の金額は下記の

とおりである。

大阪臨海熱供給㈱ 1,312百万円

その他 170

計 1,483
 

　　(2) 従業員の金融機関からの住宅融資金等に対する債

務保証額は、41百万円である。

　　(2) 従業員の金融機関からの住宅融資金等に対する債

務保証額は、44百万円である。

　　(3) 社債及び長期借入金の債務履行引受契約等に係る

偶発債務

第９回無担保社債 29,000百万円

第３回ユーロ円建社債 10,000

長期借入金 3,544

計 42,544
 

　　(3) 社債及び長期借入金の債務履行引受契約等に係る

偶発債務

第９回無担保社債 29,000百万円

第３回ユーロ円建社債 10,000

長期借入金 4,906

計 43,906
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(四半期連結損益計算書関係)

　
当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年９月30日)

※１　主要な費目及び金額は下記のとおりである。

退職給付引当金繰入額 234百万円

ガスホルダー修繕引当金繰入額 82

貸倒引当金繰入額 402

　

　
当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日 
 至　平成20年９月30日)

※１　当社グループの売上高は、ガス事業のウェイトが高いため、冬期を中心に多く計上されるという季節変動要因
をかかえている。
 

※２　主要な費目及び金額は下記のとおりである。
退職給付引当金繰入額 129百万円

ガスホルダー修繕引当金繰入額  40

貸倒引当金繰入額 245

 

　

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年９月30日)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 40,234百万円

預入期間が３か月を超える定期預金
△3,085　　

　　

取得日から３か月以内に償還期限の到来する短

期投資（流動資産の「その他」に含まれる）　　
4,993

現金及び現金同等物 42,142
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(株主資本等関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成20年９月30日)及び当第２四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　

至　平成20年９月30日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(千株) 2,158,383

　

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(千株) 2,489

　

　

３　新株予約権等に関する事項

　　　該当事項なし。

　

　
４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年６月27日
定時株主総会

普通株式 7,547 3.50平成20年３月31日 平成20年６月30日 利益剰余金

　
　(2) 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間末後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年10月31日
取締役会

普通株式 7,545 3.50平成20年９月30日 平成20年11月28日 利益剰余金

　

　　　

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

　　　該当事項なし。

　

EDINET提出書類

大阪瓦斯株式会社(E04520)

四半期報告書

22/28



(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)

　　

ガス
(百万円)

LPG・
電力・
その他
エネルギー

(百万円)

器具及び
ガス工事
(百万円)

不動産
(百万円)

その他
(百万円)

計
(百万円)

消去又は
全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高 169,54462,06332,5429,66839,644313,463(20,286)293,176

営業利益又は
営業損失（△）

△19,027 239 △151 2,2611,947△14,730 248△14,481

　
　
　

当第２四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)
　　

ガス
(百万円)

LPG・
電力・
その他
エネルギー

(百万円)

器具及び
ガス工事
(百万円)

不動産
(百万円)

その他
(百万円)

計
(百万円)

消去又は
全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高 356,000127,66163,72617,13976,854641,383(35,030)606,353

営業利益又は 
営業損失（△）

△10,1072,533 899 4,3013,069 697 561 1,258

　

(注) １　事業区分は主としてガス事業会計規則に準拠した売上集計区分によっている。

２　各事業の主要な製品等

事業区分 主要な製品等

ガス ガス

ＬＰＧ・電力・その他エネルギー ＬＰＧ、電気供給、熱供給、産業ガス、ＬＮＧ受託加工等

器具及びガス工事 ガス機器、住宅設備機器、ガス配管工事、掘削残土再生等

不動産 不動産の開発及び賃貸等

その他
ファイン材料及び炭素材製品、警備防災サービス、スポーツビジネ
ス、情報処理サービス、エンジニアリング、自動車及び機器のリー
ス等
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【所在地別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)及び当第２四半期連結累計期

間(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

全セグメントの売上高の合計に占める本邦の割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報の記

載を省略している。

　

　

　

【海外売上高】

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)及び当第２四半期連結累計期

間(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

海外売上高が、連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略している。

　

　

　

(有価証券関係)

該当事項なし。

　

　

(デリバティブ取引関係)

該当事項なし。

　

　

(ストック・オプション等関係)

該当事項なし。

　

　

(企業結合等関係)

該当事項なし。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

１株当たり純資産額 291.00円１株当たり純資産額 300.76円

　

２　１株当たり四半期純利益等

　
当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日 
 至　平成20年９月30日)

１株当たり四半期純利益 0.10円１株当たり四半期純損失(△) △4.52円

(注) １　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載していない。

２　１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失の算定上の基礎は、以下のとおりである。

　

項目
当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日 
 至　平成20年９月30日)

四半期純利益又は四半期純損失(△)(百万円) 207 △9,741

普通株主に帰属しない金額(百万円)

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失
(△)(百万円)

207 △9,741

普通株式の期中平均株式数(千株) 2,156,251 2,156,092

　

　

　

(重要な後発事象)

　
当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日 
 至　平成20年９月30日)

　当社は、平成20年11月１日より、供給約款・選択約款を合わせた小口全体の料金を、現行に比べて平均1.13％引
き下げること等を主な内容とする供給約款等の変更を実施した。

　

(リース取引関係)

　　　該当事項なし。
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２【その他】

　　第191期事業年度に係る中間配当の支払に関する決議 

    １　取締役会開催日 平成20年10月31日

　　２　配当金の総額 7,545百万円

　　３　１株当たり金額 ３円50銭

　　４　支払請求権の効力発生日 平成20年11月28日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項なし。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成20年11月13日

大阪瓦斯株式会社

取締役会　御中

　

あずさ監査法人

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　吉　　田　　享　　司　　印

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　北　　本　　　　　敏　　印

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　淺　　野　　禎　　彦　　印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている大阪

瓦斯株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平

成20年７月１日から平成20年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年

９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、大阪瓦斯株式会社及び連結子会社の平成20年

９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経

営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

追記情報 

　重要な後発事象に関する注記に記載されているとおり、会社は小口全体の料金の引き下げを平成20年11月１

日より実施した。 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管している。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていない。
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